














も少なく 出入りの少ない県であり、 県内の主要な

基幹病院で内視鏡治療された早期食道癌患者の治

療後の実態、 予後を明らかにすることを目的とし

た。

2023年度（令和 5 年度）は2022年度（令和4 年

度） に内視鏡治療を行った症例で1年間存命で

あった症例を登録して前向きに経過を見る。 ま

た、 2021年度（令和 3 年度） から2018年度（平成

30年度）は 5 年後の予後が出ない症例になるた

め、 このデ ー タも前向き検討と同様に解析する。

（厳密な前向き検討にならないためこれは参考程

度、 もしくは将来後ろ向き解析のデー タに統合し

て検討する）。 後ろ向き研究により得られた成果

（リスク因子情報） も使用しながら、 上記の期間

に登録していく 症例で、 本当にリスク因子となり

得るのかを検証する（前向きコホ ー ト研究）。 最

終的には、 これらの情報を、 県内医療機関での診

療や、 住民への啓発に生かすようにしていきた

い。

(6)【母子保健調査研究】鳥取県における不登校

児童•生徒の不登校に関連する要因とその対応

に関する研究

不登校の要因（児童の特性と環境要因） とその

対応、 経過について調査し、 不登校対応法を検討

する。 烏取大学医学部附属病院を受診した不登校

児童•生徒の診療録を後方視的に調在し、 不登校

関連要因と支援内容ならびに経過を調査する。 不

登校に関連する個人の要因ならびに家庭環境要因

と学校環境要囚を明らかにし、 その要因に対する

支援と関係機関の役割を検討する。 その結果から

有効な不登校対応について考察する。

4. その他

令和3年度決算及び令和4年度予算について、

漉川委員長より説明があった。
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